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【遺跡の位置】

大森遺跡
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【遺跡の概要】

　大森遺跡は、岡山市北区大井の大井神社山麓に広がる集落遺跡である。足守地区の新しい学校建設にと

もない、平成 24（2012）年 6月 13 日から 7月 26 日にかけて発掘調査した。調査面積 1500 ㎡である。

 調査の結果、調査区の大半は旧校舎の建設工事によって失われていたが、縄文時代～中世の遺構・遺物

が見つかった。中でも縄文時代晩期にさかのぼる微高地とその縁辺を流れる河道がみつかった点が注目さ

れる。

 微高地上には土壙が検出されているが、出土遺物が少なく個々の時期を特定することはできない。平面

形から見ると円形と溝状の 2種類あり、溝状の土壙が古代以降のものと推定されている。

 河道は幅 10 ｍ未満と推定され、その堆積土中から縄文時代晩期中葉の土器がまとまって出土した。摩滅

がほとんどみられず一括性の高い遺物群といえる。また、微高地の張り出した地点で大型の石棒が出土し

ている。石棒は折損しており、残存長は 34.4cm である。緑色片岩という和歌山県から徳島県にかけて分

布する石材で作られている。県下出土の石棒は多くなく、貴重な例となる。時期は縄文時代晩期中葉と考

えられる。

【文献】

岡山市教育委員会２０１４『大森遺跡』

【交通】

JR 足守駅下車　徒歩約 80 分



図 1　縄文時代晩期中葉遺構配置図

図２　出土遺物
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